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芳年嘉
平成22年

成

日　時1月11日（月・祝）

午前9時　受付

午前10時　開式

会　場　ふれあいホール

該当者　平成元年4月2日～平成

2年4月1日生まれの方

内　容　第1部　式　典

第2部　青年団による

イベント

主　催　忠　岡　町

忠岡町教育委員会

協　力　忠岡町青年団体協議会

【間】教育委員会　社会教育課

村　辺　上　原

吉　正　千　隆

賀
治　子　子　司

No519　2010．11（2）

議

議　副　議

議
員　長　長

監
委　監代

査　　査　′′　〝　′／　〝　′′

委

員　員表　委

前　前　員　森　宮　高　前　北　和　砂　是　前　松　藤　藤　河　杉　員

田　田　　　　　里　迫　田　村　田　原　枝　田　井　野　田　野　原

長　成　　　政　英　千　長　　善　祥　綾　　秀　喜　　隆　健

代
市　弘　　　雄　彦　司　市　孝　三　宏　子　弘　次　義　茂　子　士

枝川　津元木井本井　川　　野　澤　崎　　野辺　西木

緩和定薫利　政種謹　富道　　繁笠英伸

子虎夫治　幸一嘉　明　吾　　洋　彦　正　　郎子介　明

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

忠

岡

町

長

和

　

田

　

舌

　

衛

新
手
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

住
民
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
吐
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
芸
よ
り
本
町
の
行
政
運
営
に
こ
理
解
と
こ
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
町
制
施
行
7
0
周
年
を
準
乙
、
ま
た
、
忠
岡
神
髄
生
か
ら
1
2
0
年
の

佳
節
の
年
に
住
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
、
亀
食
式
典
、
だ
ん
じ
り
風
食
曳
布

が
住
民
参
加
の
も
と
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
住
民
の
皆
様
方
と
と
も
に
慶
祝
で
き
よ

し
た
こ
と
は
、
磯
に
喜
ば
し
い
か
き
り
で
あ
り
ま
し
た
。

さ
て
、
昨
年
は
、
旬
民
党
か
ら
民
主
党
へ
政
権
が
丈
代
さ
れ
、
新
政
権
が
形
つ

く
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
現
下
の
国
や
地
方
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と

し
て
厳
し
く
、
地
方
旬
治
体
に
お
き
ま
し
て
は
、
史
な
る
行
政
改
革
に
取
り
組
む

必
鼻
が
あ
り
ま
す
。

ヶ
年
は
、
第
5
次
盤
合
計
晶
に
着
手
し
、
1
0
年
後
の
ま
ち
つ
く
り
を
住
民
の
皆

様
才
の
思
い
で
招
い
て
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
略
カ
の
ほ
と
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
、
ま
ち
全
体
が
生
き
生
き
し
た
「
住
民
、
地
域
、
産
常
が
元
気
な
ふ
る

さ
と
・
忠
岡
」
　
の
実
現
に
向
け
、
全
力
を
つ
く
し
て
を
勺
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
住
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
悌
カ
を
お
願
い
申
し
上
け
ま
す
。

住
民
の
皆
様
の
こ
使
康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
2
2
年

摘
防
虫
和
式

み
な
さ
ん
！

ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い

と
　
き
　
1
月
1
0
日
　
（
日
）

午
前
1
0
時
～

と
こ
ろ
　
大
津
川
河
川
公
園

多
目
的
ス
ポ
ー
ツ
広
場

参
加
機
関

忠
岡
町
消
防
本
部
・
忠
岡
町
消

防
団
・
管
内
事
業
所
自
衛
消
防

隊
・
自
主
防
災
会
・
忠
岡
中
学

校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

消
防
本
部
　
℡
3
1
・
0
1
1
9

火
事
救
急
は

早
く
正
し
く
1
－
9
番

∵
新
春
経
済
講
演
会
ア

『
世
界
経
済
・
日
本
経
済
は

ど
う
動
く
か
？
』

日
　
時
　
1
月
2
8
日
　
（
木
）

1
8
時
3
0
分
～
2
0
時

会
　
場
　
忠
岡
町
文
化
会
館

地
下
会
議
室

定
　
員
　
2
0
名
　
＜
入
場
無
料
＞

講
　
師
　
野
村
護
券
㈱
投
資
情
報

部
　
　
佐
伯
　
邦
寛
氏

申
込
み
　
忠
岡
町
商
工
会

T

E
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3
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・
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8

F

A

X
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・
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8
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メ
ー
ル
m
f
O
⑥
t
a
d
a
O
k
a
O
r
〕
p

新
君
島

ご
あ
い
さ
つ
を

申
し
上
げ
ま
す
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長

　

　

和
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吉

　

衛

教

育
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委
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平
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会
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岡谷

農
業
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長

職
務
代
理
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員

前坂山松正泉武前是

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

委

員

長

　

藤

委

　

　

員

　

井

〃　　　藤



掴〟〝びび〟g伸等
関西国際空港情報

★「KIX REFRESH CABIN」オープン！

国際線出回エリア（免税店フロア）にオ
ープンしました。この施設は、インター

ネットなどでの情報収集や、シャワール
ーム、マッサージチェアや仮眠できる休

憩室など、多機能のリフレッシュラウン
ジです。海外旅行前の準備にぜひこ一活用

ください。

◇営業時間　7：00～0　00

（全ての国際線出発便に対応）

◇料　　金　500円／30分

（60分経過後は500円／60分）

※休憩室利用は1．500円／120分（以降500

円／60分）。シャワー・タオル・アメ
ニティ等も追加料金はかかりません。

※3歳未満無料、3歳～小学生まで半額

◇席　　数　20席、仮眠室4室

◇設　　備　新聞・旅行雑誌、フリード

リンク、コピー・プリント・FAX複

合機

★高速船「ペイ・シャトル」体験乗船会！

対象：概ね10人～のグループ
日程：1月12日（火）～3月19日（金）

申込：乗船希望日の1週間前までに、ハ
ガキまたはFAXで①代表者の氏名、

住所、電話番号②参加人数（大人・小
学生・幼児別）③乗船希望日（第1、第
2希望日）を記入し、〒650－8570（住所

不要）神戸市みなと総局総務課へ。
TELO78－322－5656　FAXO78－322－6120

2月4日（木）19時～

ふれあいホール

（シビックセンター商館2階）

★こ近所お誘い合わせの上、ぜひご参加くだ

さい。　　　　　　　　【間】自治推進課

3）　No519　201011

●

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

忠
岡
町
議
各
議
長

杉

　

原

　

使

　

士

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

忠
岡
町
住
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
姓
え
の
こ
と
と

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

子
音
は
、
町
行
政
各
般
並
び
に
、
本
町
磯
谷
に
対
し
ま
し
て
、
格
段
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
米
国
勢
の
金
融
危
俄
に
よ
り
、
親
が
国
の
経
済
情
勢
も
急
激
に
悪
化
し
、

国
民
も
閉
塞
感
と
脂
泉
へ
の
不
貴
慮
を
風
ら
す
年
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
、
昨
年
の
世
相
を
思
す
漢
字
一
文
字
は
、
「
新
」
、
世
の
中
が
新
た
な
一
歩

を
潜
み
出
し
た
今
、
新
し
い
時
代
に
期
碕
し
た
い
と
願
う
人
々
が
多
い
車
て
、
選
ば

れ
た
も
の
と
感
じ
て
い
ま
す
。

本
町
も
、
非
常
に
厳
し
い
時
代
で
あ
り
ま
す
が
、
町
磯
谷
と
し
て
も
心
新
た
に
、

行
財
政
ヰ
建
を
第
－
日
棒
と
し
て
、
戴
各
人
と
し
て
の
役
割
を
十
分
に
発
揮
し
、
忠

岡
町
発
展
の
た
め
に
親
心
我
意
勢
力
適
温
し
て
ま
い
る
軒
昂
で
あ
り
ま
す
。

と
う
か
、
本
年
も
よ
り
一
層
の
ご
丈
政
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
骨
壷
オ
に
と
り
ま
し
て
、
幸
多
い
キ
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
族
拶
と
い
た
し
ま
す
。

泉
州
国
際
市
呂
マ
ラ
ソ
ン

2
／
2
1
　
（
田
）

開
催
せ
ま
る

ス
タ
ー
ト
　
浜
寺
公
園

（
1
1
時
・
堺
市
）

〔

ゴ
ー
ル
　
り
ん
く
う
公
園
高
架

下
駐
車
場
（
泉
佐
野
市
）

泉
州
地
元
の
友
好
都
市
ラ
ン
ナ

ー
を
は
じ
め
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
マ
ラ
ソ
ン
か

ら
も
優
秀
選
手
が
参
加
し
ま
す
。

［
物
産
展
も
開
催
］

当
日
、
ゴ
ー
ル
会
場
で
、
泉
州

9
市
4
町
の
物
産
展
を
は
じ
め
、

豪
華
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
当
た
る
「
大

抽
選
会
」
な
と
の
開
催
を
予
定
し

●

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ

い。▼
交
通
規
制
に
つ
い
て

2
／
2
1
は
堺
阪
南
線
を
中
心
に

交
通
規
制
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
路
線
バ
ス
で
は
一
部
運
休
や

迂
回
遅
行
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま

す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
り
ん
く
う
公
園
第
2
駐

車
場
は
2
／
2
0
（
土
）
・
2
1
（
日
）
の

2
日
間
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
ご
協

力
お
願
い
し
ま
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ピ
ッ

ト
ウ
ォ
ー
タ
ー
市
か
ら
友

好
都
市
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加

今
回
も
、
本
町
友
好
都
市
か
ら

2
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
は
忠
岡
町
国
際
交
流
協

会
（
小
島
保
洋
会
長
）
　
の
招
牌
に

よ
る
事
業
で
、
来
日
中
は
、
本
町

住
民
や
こ
ど
も
た
ち
と
の
交
流
事

業
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
ラ
ン
ナ
ー
紹
介
】

マ
ク
マ
ナ
ス
・
ジ
ー
ン
・

ア
ン
ネ
ッ
ト
さ
ん

（
女
性
4
1
歳
）

グ
リ
ー
ニ
ン
グ
・
パ
メ
ラ
・

ジ
ェ
ー
ン
さ
ん

（
女
性
4
1
歳
）

光
明
池
運
転
免
許

試
験
場
へ
は
公
共

交
通
機
問
で
…
…

来
場
は
電
車
・
パ
ス
で
ー
・

※
年
始
に
当
た
る
1
月
4
日
（
月
）

は
大
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

◆
受
付
期
間

年
始
は
平
成
2
2
年
1
月
4
日

（
月
）
か
ら
。

◆
最
寄
駅
　
泉
北
高
速
鉄
道
「
光

明
池
駅
」
か
ら
徒
歩
5
分

【
お
問
合
せ
】

℡

0

7

2

5

・

5

6

・

1

8

8

1



和田町長からご家族に伝達

人様週問啓発事業

（4）No519　201011

宅地建物取引業人権推進指導員制度

大阪府では、宅地建物取引の

場における同和地区に対する差

別や入居差別など様々な差別を

なくしていくため、業界団体と

連携し、「宅地建物取引業人権

推進指導員」の養成に取組んでいます。

人権推進指導員を設置する宅地建物取引業者で

は、従業員に対し、人権に関する教育、啓発を行

い、人権意識の高揚に取り組んでいます。この宅

地建物取引業者の営業所には左上のステッカーが

掲示されています。

【間】大阪府住宅まちつくり部建築振興課

℡06－6941－0351（ht，tp／／wwwprefosa

kaJp／kenshln／sldo－Jlnken／lndex．html）

「日在日性会議2009さかい」

lZ参加（10／30）

現代日本の女性リーダーの対談を聞き、ジ

ェンダーについて学び京した。

第
4
回
臨
時
会

1
1
月
2
6
日
、
第
4
回
臨
時
会
が

招
集
・
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

議
決
事
項
に
つ
い
て
は
以
下
の

と
お
り
で
す
。

Ⅷ
　
　
読
決
結
果
－
覧

▼
即
日
可
決
さ
れ
た
も
の

◎
忠
岡
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
条
例
及
び
忠

岡
町
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

◎
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◎
平
成
2
1
年
度
忠
岡
町
一
般
会
計

自

治

功

労

者

元
本
町
議
会
議
員

故

薮

野

　

昭

氏

に

旭
日
単
光
章

補
正
予
算
（
第
3
号
）
に
つ
い
て

第
4
回
定
例
会

1
2
月
1
0
日
、
第
4
回
定
例
会
が

招
集
・
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

定
例
会
で
は
『
町
政
に
関
す
る

諸
問
題
』
　
に
つ
い
て
一
般
質
問
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
決
算

審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て

い
ま
し
た
平
成
2
0
年
度
の
決
算
に

つ
い
て
報
告
か
あ
り
『
認
定
』
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
案
に
つ
い

て
は
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
5
件
の
意
見
書
が
追
加

提
出
さ
れ
、
3
件
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
（
な
お
、
第
2
日
目
は
2

月
号
に
掲
載
し
ま
す
）

議
決
結
果
l
覧

▼
1
2
月
1
0
日
認
定
さ
れ
た
も
の

◎
平
成
2
0
年
度
決
算
認
定
に
つ
い

て
・
忠
岡
町
一
般
会
計
及
び
各
特
別

会
計
歳
入
歳
出

・
忠
岡
町
水
道
事
業
会
計

▼
即
日
可
決
さ
れ
た
も
の

◎
物
品
購
入
契
約
締
結
に
つ
い
て

（
学
校
I
C
T
環
境
整
備
事
業
）

◎
泉
北
地
域
広
域
行
政
推
進
協
議

会
の
廃
止
に
関
す
る
協
議
に
つ

い
て

◎
忠
岡
町
総
合
計
画
審
議
会
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◎
忠
岡
町
議
会
の
議
員
そ
の
他
非

常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

◎
忠
岡
町
消
防
団
員
等
公
務
災
害

●

補
償
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◎
平
成
2
1
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
忠
岡
町
一
般
会
計
　
（
第
4
号
）

・
忠
岡
町
国
民
健
康
保
険
事
業
勘

定
特
別
会
計
　
（
第
3
号
）

（
追
加
提
出
）

▼
即
日
可
決
さ
れ
た
意
見
書

◎
改
正
貸
金
業
法
の
早
期
完
全
施

行
等
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て

◎
2
0
1
0
年
度
の
年
金
確
保
に

関
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

◎
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
早
期
定
期
予

防
接
種
化
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て

▼
即
日
否
決
さ
れ
た
も
の

◎
所
得
税
法
第
5
6
条
の
廃
止
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

◎
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
す
み

や
か
な
廃
止
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て

街
頭
啓
発
活
動
（
1
2
／
7
）

人
権
協
会
役
員
、
人
権
擁
護

委
員
の
み
な
さ
ん
で
人
権
を
守

る
大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

人
権
作
文
・
パ
ネ
ル
展

（
1
2
／
4
～
1
0
）

忠
岡
中
学
校
生
徒
の
人
権
作

文
、
世
界
人
権
宣
言
パ
ネ
ル
を

掲
示
し
、
人
権
の
正
し
い
理
解

を
深
め
ま
し
た
。



町のあゆみ

70年
Vol．Ⅳ

（平成9年8月～平成14年4月）

昭和14年の町制施行から

現在至る町の歴史などをシ

リーズで紹介しています。

▲新浜で開催されたゲートボ
ール大会（なみはや国体）

茶番谷島文芸耕議鮎軸璽洩退会

▲町民栄誉賞を受賞した

西谷岳文選手

▲使用済みペットボトルを原料に

つくられたカーディガン

（5）　No519　201011

7
月

1
0
月

平
成
1
2
年

l

月
6
月

7
月

9
月

●

婦
人
団
体
協
議
会
創
立
5
0
周
年

情
報
公
開
条
例
・
個
人
情
報
保

護
条
例
施
行

町
制
施
行
6
0
周
年

（
2
0
0
0
年
）

ポ
イ
捨
て
防
止
条
例
施
行

結
婚
式
場
「
春
日
殿
」
廃
止

駅
西
駐
輪
場
設
置

本
町
商
工
会
が
「
エ
コ
・
カ
ー

デ
ィ
ガ
ン
」
開
発

（
職
員
制
服
に
採
用
決
定
し
全

国
的
に
話
題
）

差
別
身
元
調
宜
お
断
り
ー
・

差
別
に
つ
な
が
る
身
元
調
査
を
な

く
し
て
、
差
別
の
な
い
社
会
を
つ
く

り

ま

し

ょ

う

！

人
市

界
三

世
北
会

／泉絡
府
言
連

阪
宣
町

大

権

一

平
成
9
年
（
1
9
9
7
年
）

8
月
　
こ
ど
も
1
1
0
番
設
置

1
1
月
　
な
み
は
や
国
体
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
競
技
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
開
催
（
新
浜
緑
地
公
図
）

行
　
（
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
シ
ョ

ー
ト
ト
ラ
ッ
ク
5
0
0
m
）

1
2
月

平
成
1
3
年

4
月

1
1
月
　
忠
岡
中
学
校
創
立
5
0
周
年

平
成
1
0
年
（
1
9
9
8
年
）

1
月
　
優
良
町
村
表
彰

2
月
　
西
谷
岳
文
選
手
長
野
五
輪
金
メ

ダ
ル
獲
得
・
町
内
パ
レ
ー
ド
挙

4
月
　
大
津
川
河
川
公
園
竣
工
　
（
全
面

オ
ー
プ
ン
）

5
月
　
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
竣
工
・
オ

ー
プ
ン

8
月
　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
分
別
収
集
開
始

平
成
‖
年
（
1
9
9
9
年
）

3
月
　
地
域
振
興
券
発
行

4
月
　
行
政
改
革
大
綱
で
き
る

平
成
1
4
年

4
月

忠
岡
町
財
政
健
全
化
計
画
策
定

（
2
0
0
1
年
）

町
立
幼
稚
園
3
歳
児
保
育
実
施

粗
大
ご
み
収
集
が
セ
ン
タ
ー
受

付
方
式
に
な
る

高
月
南
三
角
公
園
オ
ー
プ
ン

（
2
0
0
2
年
）

水
道
料
金
1
3
年
ぶ
り
に
料
金
改
定

「
ミ
カ
タ
ヒ
ル
ズ
忠
岡
」
休
館

に
な
る
　
（
売
却
）

（
以
下
次
号
V
O
l
．
Ⅴ
に
続
く
）

人
権
ビ
デ
オ
の
貸
し
出
し

差
別
意
識
の

解
消
に
向
け
て

第
1
巻
　
人
権
の
ま
ち
づ
く
り

第
2
巻
　
宅
地
建
物
取
引
に
お
け

る
土
地
差
別

★
ご
希
望
の
方
は
、
役
場
5
階
人

権
平
和
室
ま
で

殿
馬
場
中
学
校
夜
間
学
級

国
圏
囲
園

所
在
地
　
堺
市
堺
区
櫛
屋
町
東
3
丁

対
　
象
　
義
務
教
育
年
齢
1
5
歳
を
超

え
て
い
て
、
中
学
校
を
卒

業
さ
れ
て
い
な
い
方

授
　
業
　
月
～
金
　
（
祝
日
を
除
く
）

1
7
時
3
5
分
～
2
1
時

申
込
締
切
　
4
月
3
0
日

【
間
】
殿
馬
場
中
学
校
夜
間
学
級

℡
0
7
2
・
2
2
1
・
0
7
5
5



葡了樫
ファイル
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税
　
金
　
　
【
税
務
課
】

▼
償
却
資
産
　
（
固
定
資
産
税
）
　
の

申
告
は
お
済
み
で
す
か
？

申
告
の
対
象
者
は
2
0
1
0
年

1
月
1
日
現
在
、
忠
岡
町
内
に
土

地
・
家
屋
を
除
い
た
事
業
用
資
産

を
お
持
ち
の
方
や
、
貸
し
付
け
業

と
し
て
忠
岡
町
内
に
償
却
資
産
を

貸
し
付
け
て
い
る
方
、
ま
た
2
0

0
9
年
中
、
新
た
に
事
業
を
始
め

た
方
や
廃
業
も
し
く
は
転
出
し
た

方
で
す
。
申
告
受
付
期
間
は
2
月

1
日
ま
で
で
す
の
で
、
お
早
め
に

お
願
い
し
ま
す
。

※
申
告
が
必
要
と
思
わ
れ
る
事
業

者
に
償
却
資
産
申
告
書
を
昨
年

1
2
月
に
発
送
し
て
い
ま
す
。
対

象
者
で
お
手
元
に
届
い
て
い
な

い
方
は
こ
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
次
の
場
合
は
税
務
課
ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い

①
家
屋
を
新
築
・
増
築
・
改
築
・
滅

失
（
一
部
滅
失
を
含
む
）
し
た
方

②
土
地
の
利
用
状
況
を
変
更
し
た
方

・
農
地
を
宅
地
に
造
成
し
た

・
倉
庫
を
取
り
壊
し
居
宅
を
建

て
た
　
・
事
務
所
、
倉
庫
等
を

改
築
し
て
居
宅
に
変
更
し
た

・
居
宅
を
取
り
壊
し
青
空
駐
車

場
に
し
た
な
ど

▼
固
定
資
産
　
Q
＆
A

Q
　
年
の
途
中
で
土
地
や
家
屋
の

売
買
が
あ
っ
た
と
き
は
？

わ
た
し
は
、
所
有
し
て
い
た
土

地
と
家
屋
の
売
買
契
約
を
平
成
2
1

年
1
1
月
5
日
に
締
結
し
、
平
成
2
2

年
2
月
2
0
日
に
買
主
へ
の
所
有
権

移
転
登
記
を
済
ま
せ
ま
し
た
。
平

成
2
2
年
度
分
の
固
定
資
産
税
は
誰

に
課
税
さ
れ
ま
す
か
。

A
　
平
成
2
2
年
度
の
固
定
資
産
税

は
、
あ
な
た
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
、
土

地
と
家
屋
の
固
定
資
産
税
は
、
賦

課
期
日
　
（
毎
年
1
月
1
日
）
現
在

登
記
簿
等
に
所
有
者
と
し
て
登
記

さ
れ
て
い
る
人
に
対
し
て
、
課
税

を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら

で
す
。
（
地
方
税
法
3
4
3
条
、

3
5
9
条
）

Q
　
家
屋
が
古
く
な
っ
た
の
に
評

価
額
が
下
が
ら
な
い
の
は
？

A
　
固
定
資
産
税
に
お
け
る
家
屋

の
評
価
額
は
、
総
務
大
臣
の
定
め

た
固
定
資
産
評
価
基
準
に
基
づ
い

て
算
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
評

価
基
準
で
は
、
再
建
築
価
格
方
式

に
よ
り
家
屋
の
評
価
額
を
求
め
る

納
期
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
料
第
1
0
期
分

介
護
保
険
料
第
1
0
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
7
期
分

町
　
府
　
民
　
税
第
4
期
分

納
期
限
は
2
月
l
日
で
す

方
法
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

評
価
替
え
　
（
3
年
毎
・
次
回
は

平
成
2
4
年
度
）
　
に
お
い
て
、
再
建

築
価
格
方
式
に
よ
り
算
出
す
る

「
評
価
の
対
象
と
な
っ
た
家
屋
と

同
一
の
も
の
を
そ
の
場
所
に
新
築

す
る
も
の
と
し
た
場
合
に
必
要
と

さ
れ
る
建
築
費
」
は
、
評
価
替
え

前
の
評
価
額
を
算
出
し
た
後
の
建

築
資
材
費
や
労
務
費
等
の
建
築
物

価
の
変
動
を
考
慮
し
ま
す
。
ま
た

「
家
屋
の
建
築
後
の
年
数
の
経
過

に
よ
っ
て
生
じ
る
損
耗
の
状
況
に

よ
る
減
価
」
は
、
評
価
替
え
前
の

評
価
額
を
算
出
し
た
後
に
新
た
に

経
過
し
た
年
数
の
経
過
に
よ
っ
て

生
じ
る
損
耗
の
状
況
に
よ
る
減
価

を
考
慮
し
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
建
築
物
価
の
変

動
に
よ
る
建
築
費
の
上
昇
の
割
合

が
、
年
数
の
経
過
に
よ
っ
て
生
じ

る
損
耗
の
状
況
に
よ
る
減
価
の
割

合
を
上
回
る
場
合
は
、
家
屋
が
古

く
な
っ
て
も
、
必
ず
し
も
評
価
額

が
下
が
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
家
屋
は
一
般

的
に
は
減
耗
資
産
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
前
年
度
の
評
価
額
を
上
回
る

こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
の
で
、
そ

の
場
合
は
評
価
基
準
に
定
め
ら
れ

て
い
る
経
過
措
置
に
よ
っ
て
、
前

年
度
の
評
価
額
を
据
え
置
く
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
　
【
保
険
課
】

▼
成
人
式
を
迎
え
る
み
な
さ
ん
へ

こ
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
と
こ
ろ
で
、
み
な
さ
ま
は
国

民
年
金
に
つ
い
て
何
か
考
え
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
？

「
年
金
な
ん
て
興
味
な
い
」
と

か
「
年
金
な
ん
か
先
の
話
」
な
ど

と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

国
民
年
金
を
は
じ
め
と
す
る
公

的
年
金
制
度
は
、
現
役
世
代
が
納

め
て
い
る
保
険
料
を
年
金
受
給
者

（
高
齢
者
世
代
）
　
の
年
金
と
し
て

支
給
す
る
「
世
代
と
世
代
の
支
え

合
い
」
　
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
年
金
は
老
後
だ
け
で
な

く
、
怪
我
や
病
気
な
ど
で
障
害
が

残
っ
た
と
き
や
、
妻
や
子
を
残
し

て
亡
く
な
っ
た
と
き
に
も
遺
族
の

生
活
を
支
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
国

が
着
任
を
持
っ
て
道
営
し
て
い
る

た
め
に
安
心
で
す
。

国
民
年
金
は
、
誰
も
が
2
0
歳
に

な
っ
た
ら
加
入
し
、
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
の

お
支
払
い
が
困
難
な
と
き
は
、
保

険
料
の
免
除
制
度
や
、
保
険
料
の

納
付
を
猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
る

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
学
生
の
場
合
は
、
学

生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▼
源
泉
徴
収
票
が
送
付
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
保
険
な

ど
の
う
ち
、
老
齢
を
支
給
事
由
と

す
る
年
金
　
（
老
齢
年
金
・
老
齢
厚

生
年
金
・
通
算
老
齢
年
金
な
ど
）

を
受
け
て
い
る
す
べ
て
の
方
に
、

「
平
成
2
1
年
分
公
的
年
金
等
の
源

泉
徴
収
票
」
が
1
月
末
ま
で
に
日

本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送
付
さ
れ

●

新
高
規
格
救
急
車
導
入

（
1
2
月
1
0
日
運
用
）

最
新
の
医
療
機
器
を
積
載
し
、
広

く
使
い
や
す
い
機
能
的
な
室
内
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
す
。こ

の
　
「
源
泉
徴
収
票
」
　
に
は
、

平
成
2
1
年
中
に
受
け
ら
れ
た
年
金

額
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税

額
、
特
別
徴
収
さ
れ
た
介
護
保
険

料
額
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す

る
際
に
、
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

紛
失
や
未
着
、
ま
た
2
枚
以
上

必
要
な
場
合
は
、
お
近
く
の
年
金

事
務
所
で
再
交
付
の
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。
（
年
金
証
書
と
印
鑑

を
こ
持
参
下
さ
い
。
）
　
な
お
、
障

害
年
金
や
遺
族
年
金
な
ど
は
、
課

税
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
た
め
、

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」



（丑一般家庭ごみ

馬瀬・北出・高月南・高月北

1月5日（火）

忠岡南・中・北・東・新浜

1月6日（水）

（診ペットボトル

南海線東側　1月　5日（火）

南海線西側　1月15日（金）

③資源ごみ（カン・ビン）

南海線東側　1月　7日（木）

南海線西側　1月11日（月）

④粗大ごみの収集受付

1月5日（火）午前9時～

TEL O800－123－5353

FAX O800－500－5300

⑤内職等級維ごみ（専用袋使用）

南海線東側　1月　8日（金）

南海線西側　1月　5日（火）

⑥クリーンセンターへの直接持ち込み

1月5日（火）午前9時30分～

★搬入前にセンターへ連絡をお願い

します。　　℡072－423－2663

（7）　No519　201011

は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
日
本
年
金
機
構
が
い
よ
い
よ
ス

タ

ー

ト

し

ま

す

！

社
会
保
険
庁
が
廃
止
さ
れ
、
新

た
に
「
日
本
年
金
機
構
」
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。

○
国
民
の
皆
様
の
信
頼
に
応
え
、

一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
実
現

を
目
指
し
、
社
会
保
険
庁
は
組

織
・
人
員
を
一
新
し
、
「
日
本

年
金
機
構
」
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
り
ま
す
。

○
現
在
あ
る
お
近
く
の
社
会
保
険

事
務
所
は
、
新
た
に
「
年
金
事

務
所
」
と
名
称
が
変
わ
り
ま
す

が
、
年
金
相
談
な
ど
の
窓
口
と

し
て
引
き
続
き
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

泉
大
津
税
務
署
よ
り

℡
3
3
・
5
6
0
1

▼
法
定
調
香
の
提
出

●

2
月
1
日
　
（
月
）
　
ま
で
に

～
事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ
～

給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
等
の

法
定
調
書
、
法
定
調
書
合
計
表
等

は
、
2
月
1
日
ま
で
に
税
務
署
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
確
定
申
告
筈
等
作
成
コ
ー
ナ
ー

（
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

自
宅
や
事
務
所
等
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
で
ご
自
身
の
確

定
申
告
書
等
を
作
成
し
、
そ
の
ま

ま
税
務
署
に
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
h
t
t
p
＝
＼
＼
w
w
w
．
n
t
a
由
0
．
j
p

▼
還
付
申
告
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

【
開
設
期
間
】

2
／
1
　
（
月
）
　
～
2
／
1
5
　
（
月
）

9
時
3
0
分
～
1
6
時

※
土
・
日
・
祝
日
は
開
設
し
て
い

ま
せ
ん
。

【
申
告
会
場
】

還
付
申
告
堺
会
場

堺
市
泉
が
丘
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

3
階
　
（
泉
北
高
速
鉄
道
泉
ケ

丘
駅
前
）

※
譲
渡
所
得
、
贈
与
税
の
ア
ド
バ

イ
ス
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

統
計
調
査
【
自
治
推
進
課
】

▼
工
業
統
計
調
査

1
月
上
旬
か
ら
、
調
査
員
が
調

査
票
の
回
収
に
う
か
が
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
の
ほ
と
お

願
い
し
ま
す
。

登
　
録
　
　
【
総
務
課
】

▼
平
成
2
2
・
2
3
年
度

【
建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
】

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
受

付
に
つ
い
て

【
要
領
の
配
布
期
間
・
時
間
】

平
成
2
2
年
1
月
8
日
　
（
金
）

～
2
月
1
9
日
　
（
金
）

●
（
但
し
、
閉
庁
日
を
除
く
）

9
時
～
1
7
時
3
0
分

（
正
午
～
1
3
時
を
除
く
）

【
要
領
の
配
布
場
所
】

忠
岡
町
役
場
総
務
課
（
5
階
）

※
町
内
町
外
に
か
か
わ
ら
ず
、
申

請
書
類
の
郵
送
は
一
切
行
い
ま

せん。

※
忠
岡
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
。

h
t
t
p
‥
＼
＼
w
w
w
．
t
O
W
n
一
t
a
d
a
O
k

a
．
O
S
a
k
a
J
p

【
受
付
方
法
期
間
・
時
間
】

■
持
参
ま
た
は
郵
送

平
成
2
2
年
2
月
1
2
日
　
（
金
）

～
1
9
日
　
（
金
）

（
但
し
、
閉
庁
日
を
除
く
）

9
時
3
0
分
～
1
6
時

（
正
午
～
1
3
時
を
除
く
）

【
受
付
場
所
】

忠
岡
町
役
場
小
研
修
室

（3階）

【
有
効
期
間
】

■
建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
等
（
定
期
登
録
）

平
成
2
2
年
4
月
1
日
～
平
成
2
4

年
3
月
3
1
日
　
（
2
年
間
）

【
そ
の
他
】

・
書
類
不
備
の
も
の
は
、
受
付
で

き
ま
せ
ん
。

・
申
請
書
類
に
虚
偽
の
記
載
を
し

て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
場
合

は
、
入
札
参
加
資
格
を
取
り
消

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
町
内
業
者
と
は
、
忠
岡
町
に
本

社
・
本
店
を
設
け
て
営
業
し
て

い
る
業
者
と
し
、
そ
の
他
を
町

外
業
者
と
し
ま
す
。

期
間
中
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
車
で
の
来
庁
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
　
総
務
課

℡

0

7

2

5

・

2

2

・

1

1

2

2

▼
予
備
自
衛
官
補
募
集

《
一
般
・
技
術
》

予
備
自
衛
官
補
と
は
、
必
要
な

教
育
訓
練
を
受
け
、
終
了
後
に
予

備
自
衛
官
に
な
る
制
度
で
す
。

＜
受
付
期
間
＞

第
1
回
　
1
月
上
旬
～
4
月
上
旬

第
2
回
　
7
月
下
旬
～
1
0
月
上
旬

＜
試
験
期
日
＞

第
1
回
　
4
月
中
旬

第
2
回
　
1
0
月
中
旬

∧
採
用
年
齢
＞

一
般
‥
・
日
本
国
籍
を
有
す
る
1
8
歳

以
上
3
4
歳
未
満

技
術
…
日
本
国
籍
を
有
す
る
1
8
歳

以
上
で
、
5
3
～
5
5
歳
未
満

※
技
術
と
は
、
医
療
、
語
学
、
車
輌

整
備
等
の
専
門
技
術
者
の
採
用

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で

【
問
】
岸
和
田
地
域
事
務
所

℡
0
7
2
・
4
2
6
・
0
9
0
2

地
球
に
や
さ
し
い

ト
イ
レ
の
水
洗
化

水
洗
化
に
は
『
助
成
金
制
度
』

や
『
工
事
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
』

が
あ
り
ま
す
。
　
【
閏
】
下
水
道
誅



‾＿、二二　■かんでしヽ

関西子育て世帯応援事業

㊥まいど聾でも…
子育て世帯を

応接します！

忠岡すこやかネット

邸緒でクリーン伴野を戯評
12月12日、忠岡すこやかネットで

は（谷野喜教会長）、自分たちのまち

は自分たちの手で美しく！をテーマ

にクリーン作戦をおこないました。

当日は、小中学生や育成者、保護

者などが参加し、約1時間にわたっ

て清掃奉仕に取り組みました。

No519　2DlOll　（8）

年
末
年
始
は
交
通
量
の
増
加
に

加
え
、
ビ
ル
や
家
庭
の
暖
房
、
さ

ら
に
冬
季
特
有
の
気
象
現
象
「
逆

転
層
」
　
の
影
響
も
あ
り
、
窒
素
酸

化
物
（
N
O
且
や
粒
子
状
物
質
（
P

M
）
な
ど
の
大
気
汚
染
物
質
濃
度

が
よ
り
高
く
な
る
時
期
で
す
。

一
人
一
人
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
掛

け
が
地
球
温
暖
化
を
防
止
し
ま
す

・
天
気
の
い
い
目
は
で
き
る
だ
け

自
転
車
で
出
か
け
る
な
ど
、
移

動
の
際
に
は
、
自
転
車
や
公
共

山
父
通
機
関
の
使
用
を
心
が
け
ま

し
ょ
▼
つ

・
暖
房
の
使
用
を
控
え
ま
し
ょ
う

★
過
度
の
暖
房
の
使
用
は
空
気
が

汚
れ
る
原
因
と
な
り
ま
す
。
暖

房
は
適
切
な
温
度
で
、
重
ね
着

な
ど
の
工
夫
を
。
ウ
ォ
ー
ム
ビ

ズ
で
暖
か
な
冬
を
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

《
「
ウ
ォ
ー
ム
ヒ
ズ
」
　
と
は
？
》

『
寒
い
時
は
看
る
』
『
過
度
に
暖
房

機
器
に
頼
ら
な
い
』
　
そ
ん
な
原
点
に

立
ち
返
り
、
『
暖
房
に
頼
り
す
ぎ
ず
、

働
き
や
す
く
暖
か
く
格
好
良
い
ビ
ジ

ネ
ス
ス
タ
イ
ル
』
　
そ
れ
が
「
W
A
R
M

Ⅶ
一
N
　
（
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ス
）
」
　
で
す
。

忠
岡
川
柳
会
（
㍍
」
）

（
○
印
は
推
薦
佳
句
）

O
「
福
」
論
じ
今
は
介
護
の
入
所
待
ち
　
　
　
　
　
岡
川
　
　
衛

※
「
福
」
と
は
な
ん
そ
や
と
論
じ
合
っ
て
も
所
詮
、
空
し
い
現
実
に
直
面
す

る
事
態
に
陥
る
態
を
見
事
に
表
現
し
て
い
ま
す
。

忠
岡
町
指
定
ご
み
袋
・
粗
大
ご
み

処
理
券
取
扱
店
の
追
加
に
つ
い
て

▼
南
海
本
線
よ
り
西
側

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
小
浦
忠
岡

北
店
　
忠
岡
北
2
丁
目
8
の
1
8

▼
南
海
本
線
よ
り
東
側

フ

ァ

ミ

リ

ー

マ

ー

ト

忠
岡
東
一
丁
自
店

忠
岡
東
1
丁
目
2
2
の
2
5

大
阪
府
で
は
、
子
育
て
世
帯
を
応

援
す
る
た
め
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の

つ
い
た
携
帯
電
話
画
面
な
ど
を
協
賛

店
舗
で
提
示
す
る
と
、
割
引
・
特
典

な
と
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
ま

い
ど
子
で
も
カ
ー
ド
を
実
施
中
。

1
8
歳
未
満
の
お
子
様
の
い
る
世
帯

の
方
　
（
妊
娠
中
の
方
や
祖
父
母
も
含

む
）
　
な
ら
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま

す
。
ま
た
、
兵
庫
県
・
鳥
取
県
・
滋

賀
県
・
奈
良
県
の
協
賛
店
舗
で
も
使

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に

2
月
2
8
日
ま
で
に
登
録
さ
れ
た
方
に

抽
選
で
、
協
賛
企
業
か
ら
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
当
た
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
中
で
す
。
（
登
録
無
料
）

◇
登
録
方
法
　
F
t
t
p
．
＼
＼
w
w
w
m
a
－
d

O
k
O
d
e
m
O
J
p
＼

【
間
】
　
℡
0
6
・
6
4
5
2
・
6
1
8
8

（
月
～
金
　
1
0
時
～
1
7
時
）

○
福
笹
を
肩
に
道
行
く
赤
ら
顔

○
春
の
海
七
福
神
が
見
え
て
く
る

ガ
ラ
ガ
ラ
ボ
ン
ぐ
ら
い
の
福
が
丁
度
良
い

痴
話
喧
嘩
門
で
足
踏
む
福
の
神

幸
福
と
言
う
て
も
い
つ
も
思
案
顔

福
と
い
う
神
を
ば
笑
う
山
の
神

福
袋
欲
と
期
待
が
詰
ま
っ
て
る

船
の
上
ト
イ
レ
に
困
る
七
福
神

福
の
神
身
近
に
い
て
る
か
も
し
れ
ぬ

怒
る
よ
り
笑
っ
て
い
れ
ば
福
も
来
る

福
の
神
誰
れ
に
呉
れ
よ
か
思
案
顔

至
福
か
も
万
菜
の
花
に
魅
せ
ら
れ
る

年
越
し
た
心
の
傷
を
癒
や
す
福

福
を
呼
ぶ
笹
に
風
水
準
備
万
端

生
き
甲
斐
は
福
と
連
れ
添
う
趣
味
の
道

大
福
が
焦
げ
て
懐
か
し
里
の
昧

曲
り
な
り
年
を
越
せ
そ
も
福
の
内

福
相
の
彼
女
だ
っ
て
持
つ
悩
み

鬼
は
外
福
沢
諭
吉
「
内
」
　
に
来
い

煮
書
込
ん
だ
大
根
食
ら
う
俺
の
福

正
木
　
伸
明

山
田
　
典
和

杉
谷
　
晶
三

西
川
　
粋
謡

上
田
　
克
子

勝
又
栄
美
子

神
山
　
芳
子

犬
伏
晃
一
郎

桐
谷
　
英
樹

砂
原
　
久
子

西
川
リ
ヨ
子

吉
田
　
光
子

吉
田
　
友
三

藤
田
志
津
恵

川
崎
ア
イ
子

烏

谷

　

　

猛

大
槻
　
　
緑

藤
本
ト
ミ
エ

上
川
　
陸
男

選

　

　

　

者

一
斉
ね
ず
み
駆
除
運
動

平
成
2
2
年
1
月
1
8
日
　
（
月
）
　
～

2
月
2
6
日
　
（
金
）
　
に
駆
除
薬
剤
1

0
0
個
と
粘
着
シ
ー
ト
1
0
0
枚

を
無
料
配
布
し
ま
す
。
各
家
庭
、

事
業
所
等
で
ご
希
望
の
方
は
生
活

環
境
課
ま
で
。
な
お
配
布
は
な
く

な
り
し
だ
い
終
了
し
ま
す
。

2
月
度
題
　
『
財
布
』
　
1
月
5
日
締
切

3
月
度
題
　
『
　
式
　
』
　
2
月
5
日
締
切

※
多
く
の
方
の
投
句
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

ハ
ガ
キ
ま
た
は
封
書
で
　
「
〒
完
五
占
八
〇
四
　
馬
瀬
1
丁
目
1
7
－
1
1

「
忠
岡
川
柳
会
」
鷹
峰
基
秀
宛
　
（
℡
3
2
・
4
8
4
3
）

次
回
の
定
例
「
勉
強
会
」
1
月
1
7
日
　
（
日
）
午
後
1
時
半

（
於
　
忠
岡
町
文
化
会
館
）

巧
八
達
ユ
ハ
盆
」
八
時
ハ
率
ハ
傘
ハ
蛇
、
ハ
盆
、
（
球
、
／
凛
、
ノ
達
、
八
重
′
桑
、
八
達
」
ノ
窄
ノ
盆
、
八
達
ユ
′
盆
、
八
窄
／
窄
′
、
額
へ
ノ
‥
遼
ハ
ノ
領
ハ
稔
バ
八
韓
′
拉
▲
ハ
、
発
ハ
奴
、
ハ
韓
ノ

●
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忠
岡
町
句
会

夕
日
い
ま
銀
杏
黄
葉
を
華
や
が
す

一
人
住
む
家
に
い
つ
し
か
寒
さ
住
む

青
空
に
銀
杏
黄
葉
の
ま
ぶ
し
さ
よ

赤
も
黄
も
終
焉
の
美
や
冬
紅
葉

日
当
っ
て
冬
蝶
の
位
置
あ
さ
ら
か
に

小
走
り
に
行
き
交
ふ
人
や
冬
の
朝

里
見
輝
子
選

里
見
　
輝
子

奥

野

一

郎

佐
野
　
栄
子

西
谷
　
祥
子

赤
松
　
朝
子

田
辺
紗
登
子

重
み
あ
る
過
去
詰
め
込
み
し
古
暦

冬
草
の
色
に
生
命
力
を
見
る

熱
爛
や
絆
深
め
て
五
十
年

河
豚
鍋
と
言
へ
ど
野
菜
の
多
き
こ
と

バ
ス
揺
れ
て
冬
田
の
景
の
動
き
た
る

着
膨
れ
て
昭
和
一
桁
か
と
問
は
れ

笹
子
聞
く
一
人
詣
で
し
重
縁
に

雲
厚
く
風
な
く
ぬ
く
き
冬
の
朝

藤
野
　
清
子

花
野
　
昭
子

井
上
久
美
子

西
村
　
瑞
穂

金
田
　
芳
子

前
川
　
絹
代

花
野
　
久
子

松
島
　
信
雄

洛
北
の
燃
ゆ
る
紅
葉
に
人
混
み
て

眉
引
い
て
今
日
も
や
る
気
の
冬
の
朝

水
底
に
揺
れ
て
濃
紅
葉
薄
紅
垂

人
声
の
凛
と
往
き
交
ふ
冬
の
朝

竹
中
三
津
子

清
座
　
晴
子

高
橋
あ
い
子

櫻
井
恵
美
子

次
回
一
月
九
日
　
（
土
）
　
季
乃
陣
　
締
切
二
時

兼
題
　
十
日
戎
・
松
の
内

藁
㌔
も
一
㌔
．
領
も
一
㌔
衷
t
＄
妻
葦
㍉
束
も
．
し
㌔
束
妻
妻
ゲ
屯
t
㌔
竜
も
一
㌔
竃
も
ノ
「
鴇
も
′
㌔
も
一
㌔
竜

忠
岡
複
数
毅
竺
諒
皐
　
講
師
佐
沢
邦
子

軍
用
機
見
上
げ
て
耳
を
ふ
さ
ぎ
お
り
そ
ば
に
基
地
あ
る
沖

縄

の

子

等

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

金

　

忠

　

亀

※
ま
る
で
映
画
の
重
く
悲
し
い
丁
ソ
ー
ン
を
見
る
よ
う
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
現
実
な
の
で
あ
る
。
他
人
事
で
は
な
い
、
此
の
国
の
こ
と
。

新
連
立
政
権
と
な
り
大
き
く
見
直
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
作
者
は
期
待

と
願
い
を
籠
め
溢
れ
る
思
い
を
押
さ
え
調
へ
に
の
せ
ら
れ
た
。

若
き
客
に
ま
じ
わ
り
「
め
っ
ち
ゃ
」
と
言
う
こ
と
は
時
に

は

使

う

七

十

五

歳

　

　

　

　

　

　

　

　

　

本

田

　

率

子

※
時
代
の
傾
向
に
疎
外
感
を
も
た
ず
、
晴
れ
や
か
に
柔
軟
性
を
も
っ

て
過
ご
し
て
お
ら
れ
る
日
々
が
に
じ
み
出
て
い
る
。
若
い
客
人
と

同
じ
ス
タ
ン
ス
で
会
話
す
る
こ
と
で
自
然
に
打
ち
解
け
た
空
気
が

生
ま
れ
、
お
互
い
の
肩
の
力
が
抜
け
て
優
し
さ
も
通
う
だ
ろ
う
。

初
め
て
の
介
護
保
険
証
届
き
し
日
あ
り
が
た
く
と
も
心
は

微

妙

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

清

水

一

意

※
初
め
て
介
護
保
険
証
を
手
に
し
た
と
き
此
の
様
に
感
じ
る
お
方
が

多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（
筆
者
も
そ
う
で
あ
っ
た
。
）
　
そ
れ

は
現
在
、
と
に
も
か
く
に
も
元
気
と
言
う
証
で
も
あ
る
。
日
本
は

長
寿
の
国
、
ま
す
ま
す
充
実
し
た
日
々
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。

鍋
料
理
を
囲
む
笑
顔
の
ひ
と
り
増
え
心
も
ほ
っ
こ
り
結
婚

記

念

日

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

山

際

コ

ズ

エ

今
日
は
今
日
明
日
は
あ
す
よ
と
割
り
切
れ
ず
余
生
あ
ん
ず

る

八

十

路

に

入

り

ぬ

　

　

　

　

　

　

　

　

山

本

ア

イ

子

寝
返
り
を
初
め
て
せ
し
と
写
メ
ー
ル
来
（
く
）
女
孫
の
さ

ま

に

思

わ

ず

ほ

ほ

え

む

　

　

　

　

　

　

　

伴

　

美

都

子

境
内
の
古
書
出
店
も
賑
わ
い
て
丹
塗
り
の
伽
藍
に
黄
葉

（

も

み

じ

）

舞

い

そ

む

　

　

　

　

　

　

　

富

里

　

英

彦

秋
の
夜
半
夫
の
腕
を
揉
み
た
れ
は
吾
の
手
か
さ
か
さ
し
て

い

る

と

撫

づ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

横

田

　

雅

子

鳴
子
も
つ
若
き
女
将
を
先
頭
に
宿
に
て
踊
る
よ
さ
こ
い
ソ
ー

ラ

ン

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

原

田

　

和

子

旧
友
と
電
話
で
遠
さ
日
語
り
あ
う
歳
を
忘
れ
て
今
宵
は
お

き

な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

久

米

し

げ

子

渓
谷
の
の
ど
か
な
貴
の
つ
づ
く
道
喧
喋
忘
れ
も
み
じ
た
の

し

む

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

中

村

ハ

ル

ミ

お
年
玉
額
の
多
い
に
越
し
た
事
は
な
い
と
本
音
の
孫
と
付

き

合

う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

武

津

　

富

子

織
機
か
と
ラ
ジ
オ
に
耳
を
そ
ば
だ
つ
る
織
町
育
ち
に
食
器

の

話

題

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

田

中

　

成

幸

足
痛
み
月
に
一
度
の
歌
会
を
欠
席
な
し
て
長
き
秋
の
日

三
平
　
静
子

秋
雨
の
し
と
し
と
と
降
る
テ
ラ
ス
に
て
手
術
せ
し
目
は
遠

く

の

船

追

う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

岩

井

　

泉

華

食
文
化
コ
ッ
プ
に
注
ぎ
て
飲
み
乾
し
ぬ
菊
を
見
ざ
り
し
わ

が

文

化

の

日

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

中

野

　

忠

和

風
さ
む
き
「
舞
鶴
港
」
　
の
桟
橋
に
今
も
昔
の
波
だ
け
が
寄

す

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

矢

尾

　

武

四

車
窓
の
景
杉
も
あ
か
ね
に
染
ま
り
い
る
高
野
の
山
に
入
り

陽

な

か

む

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

花

野

　

繁

紀

「
あ
り
が
と
う
」
　
「
ご
苦
労
さ
ん
」
　
の
夫
の
言
夢
か
と
思

う

も

日

記

に

退

り

ぬ

　

　

　

　

　

　

　

　

金

　

　

寿

子

机
上
に
て
藍
い
ろ
匂
う
薔
薇
五
輪
こ
の
存
在
感
あ
や
か
り

た

し

も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

佐

沢

　

邦

子



山　道挙童熊
田　尾　田　門　谷

悠秀哲冬達
介介也二也

No519　201011

日　時　　2月14日（日）

開演13時（開場12時30分）

場　所　　ふれあいホール（入場無料）

【ゲスト】

★Deur Marche

・ヴァイオリン　　牧　千恵子

・アコーディオン　MlyaCk

★ひこうせん　　　　　★児童合唱教室

★ラ・プリマヴェーラ　★コールアザレア

★ウインドアンサンブル

主　催　忠岡町文化協会

共　催　忠岡町・忠岡町教育委員会

羽衣国際大学　新春ファミリーコンサート

日　時　1月23日（土）　13時開場

会　場　羽衣学園講堂　入場料　無料（申込不要）

【間】兼務センター　℡072－265－7000

▲各種団体のみなさんで啓発に
取り組みました

℡
3
3
・
1
1
5
3

【
関
銭
時
間
】

水
～
日
曜
巳

新
着
図
書
案
内

《一般書》

ア
カ
シ
ア
の
花
の
さ
き
だ
す
こ
ろ

辻

　

　

仁

成

結
婚
小
説

静
人
日
記

遥
か
な
る
水
の
菖

オ
ヤ
ジ
・
エ
イ
ジ

中
島
た
い
子

天
童
　
荒
太

村

山

　

由

佳

ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー
ル

籠
馬
と
弥
太
郎

イ
ン
ビ
ジ
ブ
ル
レ
イ
ン

球
体
の
蛇

ア
パ
タ
ー

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
魔
法
の
笛

メ
ア
リ
ー
・
ポ
ー
プ
・
オ
ズ
ボ
ー
ン

パ
パ
は
じ
ど
う
し
ゃ
た
っ
た角

野
　
栄
子

か
か
し
の
じ
い
さ
ん
　
　
黒
井
　
　
健

し
ょ
う
ほ
う
し
ょ
は
大
い
そ
か
し

ハ
ネ
ス
・
ヒ
ユ
ツ
ト
ナ
ー

で
あ
え
て
ほ
ん
と
う
に
よ
か
っ
た

宮
西
　
達
也

未
来
を
つ
く
る
君
た
ち
へ
～

司
馬
遼
太
郎
作
品
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

田
本
放
送
出
版
協
会

ス
イ
ー
ツ

洋
菓
子
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン

方
法
を
学
び
ま
す

と
　
き
　
2
／
6
　
（
土
）

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

と
こ
ろ
　
3
階
料
理
実
習
室

講
　
師
　
パ
テ
シ
ェ

材
料
代
　
5
0
0
円

定
　
員
　
2
0
名
　
（
申
込
順
）

★
前
回
　
（
1
1
月
）
受
講
し
た
方

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

申
込
み
　
1
／
7
～
3
0
に
材
料
代

を
添
え
て
事
務
所
ま
で

文
化
会
館

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

年
始
は
6
日
（
水
）
か
ら
通

常
ど
お
り
開
発
し
ま
す
。

大
阪
高
等
職
業
技
術
専
門
校

～
平
成
2
2
年
4
月
生
募
集
～

★
科
　
目
　
情
報
通
信
科
、
W
E

B
シ
ス
テ
ム
開
発
科
、
電
気

設
備
管
理
科
、
環
境
分
析
科
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
科
、
自
動
車
整
備
科
、
車

体
整
備
科
（
7
科
・
各
3
0
名
）

★
願
書
受
付

一

般

募

集

　

1

／

6

～

2

／

2

試

験

日

　

2

／

1

8

【
間
】
大
阪
府
立
南
大
阪
高
等
職

業
技
術
専
門
校℡

5

3

・

3

0

0

5

■

＝

■

＝

■

＝

1

．

．

　

－

　

＝

■

＝

■

＝

■

＝

」

絵
菰
読
み
聞
か
せ
負
二

①

l

月

1

2

日

（

火

）

　

　

一

1
2
時
4
5
分
～
　
忠
岡
幼
稚
里

②
l
月
1
4
日
（
木
）
　
　
　
一

1
3
時
～
　
東
忠
岡
幼
稚
旦

③
1
月
2
1
日
（
木
）
　
　
　
一

1
0
時
～
　
東
忠
岡
保
育
所
一

六
間
】
忠
岡
す
。
や
か
ク
ラ
ブ
臍

℡
椚
∵
1
8
3
0
（
小
森
）
i

「

■

＝

■

＝

■

：

■

：

－

一

t

■

■

■

H

障
害
者
週
間
啓
発

【
1
2
／
7
　
駅
前
】

冬
の
夢ス

コ
ッ
ト
・
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド

水
洗
ト
イ
レ
は
古
代
に
も
あ
っ
た

黒

崎

　

　

直

地
球
温
暖
化
戦
争ク

ウ
ィ
ン
・
タ
イ
ヤ
ー

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
を
1
0
0
倍

楽
し
く
見
る
方
法
　
　
荒
川
　
静
香

リ
ハ
ビ
リ
に
か
か
わ
る
仕
事ほ

る
ぷ
出
版

《児童書》

ミ
ア
の
選
択
　
ゲ
イ
ル
・
フ
ォ
ア
マ
ン

チ
ー
ム
ひ
と
り
　
　
　
　
吉
野
万
理
子

【
奈
良
特
集
】

今
年
は
平
城
遷
都
1
3
0
0
年

で
す
。
奈
良
を
知
る
本
を
特
集
し

て
い
ま
す
。

お
は
な
し
芸

毎
週
水
曜
日
、
午
後
3
時
か
ら

図
書
館
で
行
っ
て
い
ま
す
。

★
年
始
は
6
日
　
（
水
）
　
1
0
時
か
ら

通
常
通
り
開
館
い
た
し
ま
す
。

●

2
月
分
貸
出
抽
選
会

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
新
浜
緑
地
・

大
津
川
河
川
公
園

日
　
時
　
1
月
5
日
　
（
火
）
　
1
7
時

会
　
場
　
児
童
館
前
ホ
ー
ル

【
間
】
社
会
教
育
課



【大津川河川公園　周回コース】

★日　時　3月14日（日）午前10時発走【小雨決行】

★コース　大津川河川公園周回

【2kmコース】（彰ファミリーの部（低学年）

②小学生低学年の部

【3kmコース】（3小学生男子の部④小学生女子の部

（参一般男子の部（中学生以上）

（◎一般女子の部（中学生以上）

【8kmコース】⑦一般男子の部（中学生以上）

⑧一般女子の部（中学生以上）

★資　　格　健康で走れる方　　★参加費　無　料

★申込期間　1／22～2／22

★お問い合わせ・申し込み先

教育委員会社会教育課　℡0725－22－1122

※申込書はホームページからタウン⊂トードできます。

（11）　Ho519　201011

町制施行70周年記念

忠岡町長杯争奪スポーツ大会

ジュニアの部　優勝　馬瀬子供会

※馬瀬子供会は岸和田市長杯ソフトボール大会

【12／13】でも準優勝に輝きました。

第31回和泉ライオンズクラブ旗争奪
ソフトボール大会

▲15人の仲間と支えあいました

バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ

全
国
大
会
に
出
場

山
郷
紗
希
さ
ん

【
大
谷
高
等
学
校
3
年
忠
岡
北
1
】

■
所
属
の
H
－
S
A
E
バ
ト
ン
ス
タ

ジ
オ
の
藤
岡
久
恵
代
表
と
　
（
役
場
）

小
学
校
で
マ
ラ
ソ
ン
大
会

轟
警
ご
琵
讐
㈲
㈲
且

少
年
団
恒
例冬

山
金
剛
登
山

【
1
2
／
1
3
】

【
男
子
の
部
】

第
3
位
　
矢
野

小
西

忠
岡
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
成
績

【
森
　
政
雄
会
長
】

第
1
8
回
大
阪
小
学
生

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

【
4
年
生
以
下
　
女
子
の
部
】

優
勝
　
宇
戸
　
鈴
奈
選
手

（
東
小
4
年
）

大
阪
府
小
学
生
研
修
大
会



新しい総合計画の策定に向け、これからのまちづくりについて住民の

方々にご意見やアイデアをお出しいただくための会議を11月27日より開

蒜手
忠岡町の目指すべき将来像を明

らかにして、それを実現していくための手段や方向性を示した、町行政

の総合的な長期計画です。

新たに策定する第5次総合計画は、平成23（2011）年度からおおむ

ね10年間の忠岡町の施策・事業の基本的な指針となります。

これからのまちづくりは、役場（行政）だけでなく、忠岡町にお住ま

いのみなさま（住民）や企業など、このまちに関わる全ての人たちがお

互いに協力して進めていくことが大切です！

追加調査を実施しています。お早目のご回答をよろしくお願いいたし

ます。　　　　　　　　　　　　　　　【問】町長公茎政策推進担当

第1掴　精神保健福祉ボランティア養成講座

精神障害を正しく理解し　支援をおこなうボランティアを養成

●日時‥　2／4休い9㈹・18㈱・23㈹・25㈹　いずれも14時～16時

●会場　泉大津総合福祉センター3階　●定　員　20名（申込順）

●対象　忠岡町・泉大津市在住者　　　●受講料　無　料

●申込締切1／25個）【間】泉大津市社会福祉協議会℡23－1393

＼

葦警真聾
で　し　マ　ツ

【裏芸豪雪
呈0警マプ
館　　っ　り
】　　て　に

・一一一◆役拐の各種相談◆・・－…

【法律相談】1／270013　30～

役場3階交流センター　当日9時から

電話受付（先着6名）

自治推進課　℡22－1122

【行政相談】電話受付（自治推進課）

℡22－1122

【人権相談】1／19（州13　30～15．30

いきがい支援課横相談室15日陰）まで

に電話申込　人権平和室　℡22－1122

【労働相談】1／21㈹13－30～15　30

いきがい支援課横相談室　直接会場へ

【消真生活専門相談】毎週月・木曜日13

00～16　00（受付15　30まで）役場

3階ミーティングルーム　直接会場へ

【女性の悩み】1／20的1330～1600

文化会館3階相談室17日（日）16．00ま

でに文化会館事務所に電話申込

文化会館　事務所　℡33－1151

【児童・障害児相談】

すこやか推進課　　　　　℡22－1122

【介護・高齢者福祉】

地域包括支援センター　　　℡32－0294

◆総合福祉センター◆
℡22－0350

●なつかしの映画会1／5炊）13：30～

●パンパ一会　　　1／12㈹13：30～

●カラオケ会　　　1／19㈹13：30～

☆民謡踊り教室　月・水・金13：30～

☆囲碁・将棋　　火・木　13：00～

☆大正琴　　　　第1・3木10：00～

☆ハワイアンフラ　　金　10：30～

◆東忠岡老人いこいの家◆
℡22－1567

☆カラオケクラブ　月～金13：00～

☆音楽クラブ　　　　火　10：00～

療養圭の注意」

講　師　近畿大学医学部付属病院

肝臓専門医　上嶋一臣医師

日　時　2月18日（木）14時～16時

場　所　岸和田市福祉総合センター

1階大会議室

★2月10日までに電話で下記にお申込み

ください

【問・申込】和泉保健所
℡41－13　4　2

ND519　201011（12）
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儲　　健

セン9－
役場2階

te王22－1122（内258～252）

fax22－雛棉

メールアドレス
hokenc＠tOWn－tadaoka．Jp

メタポ予防「お腹すっきりスリム教室」
お腹周りの胎肪の蓄積は、糖尿病など生活習

慣病をひきおこす原因になることがわかってい

ます。今年は、お腹周りをすっきりさせて、ワ

ンサイズ小さい春の服で出かけましょう！

★対　象　町在住の30歳以上69歳以下の方で腹囲

（おへその上）が男性85cm以上、女性90cm以上

★期　間　平成22年1月下旬～5月中旬の3ケ月

（平日午後から2時間程度の教室を7回実施予

定）。日程等詳細は申込時に説明します。

★場　所　忠岡町保健センター（役場2階）

★内　容　メタボ予防や改善方法について、実習

などを交えて具体的にお話します。教室参加

前と後に、身体計測、血液検査を実施し、教

室の効果を判定します。

★定　員　20名（定鼻を超えた場合は今年度の

健診結果や受診結果などを参考に必要性の高

い方を優先）

★申込方法1／15までに保健センターへ申込み

（13）　No519　201011

丁重≡

▼
B
C
G

l
／
1
4
　
（
木
）

1
3
時
3
0
分
～
1
4
時
【
受
付
】

対
象
…
生
後
6
ヵ
月
未
満

★
B
C
G
は
4
ヵ
月
健
診
時
に
実

施
し
て
い
ま
す
。
（
個
別
通
知
）

★
4
ヵ
月
健
診
ま
で
に
接
種
を
希

望
す
る
方
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●

1
3
時
1
5
分
～
3
0
分
【
受
付
】

▼
2
歳
6
カ
月
児
歯
科
健
診

1
／
1
9
　
（
火
）

1
3
時
～
1
3
時
1
5
分
【
受
付
】

【
各
健
診
に
必
要
な
も
の
】

予
防
接
種
…
母
子
手
帳

健
　
　
診
…
母
子
手
帳
と
通
知
書

▼
身
長
・
体
重
測
定
日

1
／
2
2
　
（
金
）

1
0
時
～
1
1
時
【
受
付
】

対
象
‥
・
6
5
歳
以
上
の
方

▼
男
子
厨
房
に
入
ろ
う
教
室

1
／
1
2
　
（
火
）
　
1
0
時
～

対
象
…
男
性
（
年
齢
制
限
な
し
）

▼
歌
体
操

1
／
2
6
　
（
火
）

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時

対
象
…
高
齢
者

▼
ヘ
ル
シ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン

1
／
2
7
　
（
水
）
　
1
0
時
～

【
予
約
受
付
は
1
／
5
か
ら
】

母
と
子
の

教

　

室

［
且
圏

▼
1
歳
6
カ
月
児
健
診

1
／
7
　
（
木
）

1
3
時
1
5
分
～
【
受
付
】

▼
3
歳
6
カ
月
児
健
診

1
／
1
2
　
（
火
）

1
3
時
～
1
3
時
1
5
分
【
受
付
】

▼
4
カ
月
児
健
診

1
／
1
4
　
（
木
）

▼
離
乳
食
講
習
会
（
予
約
不
要
）

1
／
1
4
（
木
）
　
1
4
時
～
【
受
付
】

▼
園
庭
開
放
　
（
雨
天
中
止
）

1
／
2
1
（
木
）
　
1
0
時
～
正
午

東
忠
岡
保
育
所

▼
ペ
ビ
マ
ク
ラ
ブ

2
／
5
・
1
9
（
金
）

1
0
時
～
1
1
時
3
0
分

※
2
～
4
ヵ
月
頃
の
赤
ち
ゃ
ん

【
予
約
受
付
は
1
／
5
か
ら
】

一
室
圭
一
亘

▼
健
康
相
談

1
／
2
5
　
（
月
）

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時

▼
健
康
料
理
教
室

1
／
1
8
　
（
月
）
　
1
0
時
～

【
予
約
制
の
行
事
（
電
話
予
約
）
】

▼
ま
め
ま
き
会

薗
児
と
い
っ
し
ょ
に
節
分
の
お

話
を
聞
き
ま
す
！
豆
ま
き
も
楽

し
い
よ
〃
．

2
／
3
　
（
水
）
　
1
0
時
～
1
1
時
3
0
分

1
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
と
保
護

者
【
1
／
2
6
（
火
）
受
付
※
】

▼
子
育
て
講
座

～
冬
の
壁
面
づ
く
り
～

1
／
1
2
　
（
火
）
　
1
0
時
～
1
1
時
3
0
分

1
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
と
保
護

者
【
1
／
6
（
水
）
受
付
※
】

▼
1
月
の
お
誕
生
会

1
／
2
0
　
（
水
）
　
1
0
時
～
1
1
時

1
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
と
保

護
者
【
1
／
1
3
（
水
）
受
付
※
】

★
1
月
生
ま
れ
以
外
の
お
子
さ
ん

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼
子
育
て
広
場

～
絵
カ
ー
ド
あ
そ
ぴ
～

1
／
1
4
　
（
木
）
　
1
0
時
～
1
1
時
3
0
分

1
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
と
保
護

者
【
1
／
7
（
木
）
受
付
※
】

【
※
】
1
0
時
～
1
3
時
に
電
話
予
約

を
受
付
け
、
そ
の
後
抽
選
で
は

ず
れ
た
方
の
み
折
り
返
し
連
絡

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
予
約
不
要
の
行
事
】

▼
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
（
0
歳
以
上
）

1
／
1
5
　
（
金
）
　
1
0
時
～
1
1
時
3
0
分

★
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

1
／
9
　
（
火
）
　
〔
要
電
話
予
約
〕

受
付
　
9
時
3
0
分
～
1
0
時
3
0
分

★
エ
イ
ズ

相
談

抗
体
検
査

ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査

1
／
1
3
・
2
7
　
（
水
）

9
時
3
0
分
～
1
1
時

※
電
話
相
談
も
で
き
ま
す

★
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

随
時
　
〔
要
電
話
予
約
〕

諒
闇
側
・
・
叫



喜≡∃1月の行事カレンダーr

日 佇��火 ��R�木 仞���7��

粗大ごみ申込みセンター　＿般崇慧慧監、高 劔倅��Y-冕���"�
電話　　　　　　　＿般ゴミ⑧‥意芸、忠網や北．乗 

0800－123－5353　　ペット（西側）‥南海線西飢 

ファックス（聴覚障害者用）　芸：巳芸，二：：悪霊慧霊冨 

0800－500－5300　やピン（東側卜南海線東側 劔��ﾂ���

3 釘�5 澱�7 ⑳13：00～ 唐�湯�

一般ゴミ㊥ �ｩLｨ587����b� �ｩLｨ587��冑���ｩLｨ587鑼r�

10 ���y)�ﾈ,ﾉ?｢�12 ��2�14 ��R���b�
・洞窮出初式 ��Y�ﾉ�ﾈ�� � 

10：08▲～ ・おもちゃの病涙 ⑳9：卸～ ��ﾓ���c�����⑳13：00～ 教室⑳柑：00～ ◆子育て講座 ⑳10：00～ 刧S13：15～ ・BCG接種 ⑳13：30～ ◆子育て広場 ⑳10：00～ 

缶・ピン（韓側） �ｩLｨ587閂��一般ゴミ（診 ��一般ゴミ㊨ 刪齡ﾊゴミ⑧ 

17 ����19 �#��21 �#"��#2�

・2歳6カ月歯科 ����%��｢�◆園庭開放 ��

⑳10：DO～ 佶)�hu3�8�c�����⑳10：00～ �����d����白　⑳10：00～ 

一般ゴミ㊨ �ｩLｨ587鑼r� �ｩLｨ587閂���ｩLｨ587鑼r�

24 �#R�26 �#r�28 �#���3��

・健康相談 ⑳13：30～ ���ﾈｷ������x��8�c3����ラン　⑳10：00～ ��

一般ゴミ④ �ｩLｨ587鑼r� �ｩLｨ587鑼2��ｩLｨ587鑼r�

31 �9o����ｨx偖�984霾(tx髯;hｭ�X檠k�*(��������-�,h,ﾉ:�*ｸ���

㊤歪空言ヱ⑳文化会館㊥意青票㊦彦召、富 劔��ﾈﾏｳ���3#���ﾈ�偖ﾃ)�ﾈ�｢�&｣��Cャy�ﾈ���ｳ��ﾈ�｢�

㊨撃ち攣竺㊨新浜緑地㊨悪書漂㊧腎誓言‡竜 劔傚s��CC�I�ﾈ���ｳ)�ﾈ�｢��)����x�ﾃSCh���ｳ(�｢�

◆＝予約が必要です。 劔���#��僖���ﾈ駟hﾋｸﾝﾘ�"�


